
基盤研究支援センター 年報 2021 

１．概要 

基盤研究支援センターは、学内共同教育研究施設として遺伝子実験、動物実験、機器分析及

び放射性同位元素実験における教育、研究活動の推進、研究基盤の整備や地域イノベーション

創出などの産学連携活動に取り組んでいます。信州大学の生命科学や環境、物性科学の各分野

が連携することで、より高度な実験を安全かつ効率的に実施できる環境を整えるとともに、総合的

な教育研究支援のできる人材育成と教育研究の向上を目指しています。 

 

2．推進体制 

基盤研究支援センターは、信州大学における遺伝子組換え実験、動物実験、放射性同位元素

実験などの実験計画書の審議、法令、安全指針に基づく安全教育、管理ならびに研究の支援を

行なう「遺伝子実験支援部門」、「動物実験支援部門」、「RI 実験支援部門」の３部門と共同利用機

器の整備、運用に関するマネージメント、分析機器の学内外の共同利用の推進及び分析機器を

用いた研究支援を行なう「機器分析支援部門」から構成されています。また、文部科学省から「先

端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」の採択を受け、2021 年 9 月に

「研究設備サポート推進室」を改め「コアファシリティ推進室」が設置されました。本学が所有する研

究設備・機器を大学全体の研究基盤と位置づけ、戦略的に研究設備・機器を導入・更新・共同利

用する仕組みを強化（コアファシリティ化）することを目指しています。 

 

 

 

【委員会】 
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遺伝子実験支援部門長（2021 年 4 月～9 月） 

松村 英生  遺伝子実験支援部門専任教員 
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山中 仁木 動物実験支援部門専任教員 

吉沢 隆浩 動物実験支援部門専任教員 

古庄 知己 機器分析支援部門長 

中田 勉  機器分析支援部門専任教員 

  コアファシリティ推進室副室長（2021 年 9 月～） 

橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

高橋 伸英 機器分析支援部門上田分室長 

竹下 敏一 RI 実験支援部門長 

廣田 昌大 RI 実験支援部門専任教員 

中村 美紀子 研究設備サポート推進室長（2021 年 4～8 月） 

  コアファシリティ推進室副室長（2021 年 9 月～） 

石橋 英二 研究推進部長 

成田 憲隆 財務部長 

大江 信浩 環境施設部長 

 

遺伝子実験支援部門会議 

委員長  林田 信明 遺伝子実験支援部門長（2021 年 4 月～9 月） 

松村 英生 遺伝子実験支援部門長（2021 年 10 月～） 

委 員  松村 英生 遺伝子実験支援部門専任教員 

（2021 年 4 月～9 月） 

小笠原 寛 遺伝子実験支援部門専任教員 

   植村 健  遺伝子実験支援部門専任教員 

   中澤 隆  繊維学部副学長（事務担当） 

   坂口 雅彦 教育学部 

田渕 克彦 医学部 



   片岡 正和 工学部 

   竹野 誠記 農学部 

   堀江 智明 繊維学部 

 

動物実験委員会 

委員長（医学系） 柴 祐司  動物実験支援部門長  

副委員長（医学系）山中 仁木 動物実験支援部門専任教員 

委員（医学系） 吉沢 隆浩 動物実験支援部門専任教員 

  小泉 知展 医学部 

  今村 哲也 医学部 

藤井 千文 バイオメディカル研究所 

  森 政之  バイオメディカル研究所 

  三谷 尚澄 人文学部 

  高島 誠司 繊維学部 

  石橋 英二 研究推進部 

委員長（農学系） 藤田 智之 農学部 

副委員長（農学系）平松 浩二 農学部 

委員（農学系） 高木 優二 農学部 

  河原 岳志 農学部 

諸白 家奈子 農学部 

竹田 謙一 農学部 

上村 佳奈 農学部 

上野 豊  農学部 

二村 光昭 農学部 

 

動物実験支援部門会議 

委員  柴 祐司  動物実験支援部門長  

  平塚 佐千枝 バイオメディカル研究所 

  寺田 信生 医学部保健学科 

平松 浩二 農学部 

山中 仁木 動物実験支援部門専任教員 

吉沢 隆浩 動物実験支援部門専任教員 

  高木 雅哉 医学部 

   池田 勉  医学部事務部長 

 

機器分析支援部門会議 



 委員長  古庄 知己 機器分析支援部門長 

委 員  橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

  高橋 伸英 機器分析支援部門上田分室長 

  下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

  高瀬 弘樹 人文学部 

  坂口 雅彦 教育学部 

   増原 宏明 経済学部 

   朴 虎東  理学部 

   太田 哲  理学部 

   瀧 伸介  医学部 

   寺田 信生 医学部 

   中田 勉  機器分析支援部門専任教員 

小田 あゆみ 機器分析支援部門伊那分室専任教員 

   大塚 勉  全学教育機構 

   中村 美紀子 研究設備サポート推進室（2021 年 4～8 月） 

     コアファシリティ推進室副室長（2021 年 9 月～） 

   石橋 英二 研究推進部長 

   成田 憲隆 財務部長 

   大江 信浩 環境施設部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

RI実験支援部門会議 

委員  竹下 敏一 RI 実験支援部門長  

  廣田 昌大 RI 実験支援部門専任教員 

  不破 泰  研究担当理事（2021 年 4 月～9 月） 

向 智里  研究担当理事（2021 年 10 月～） 

神原 浩  教育学部 

天児 寧  理学部 

梶田 昌史 工学部技術職員 

  河原 岳志 農学部 

  林田 信明 繊維学部 

  藤永 康成 医学部附属病院 

  吉田 孝紀 理学部 

  鈴木 佳代 機器分析支援部門技術職員 

  森川 英明 繊維学部 

  森田 洋  総合健康安全センター長 



   大竹 博昭 医学部事務部長 

   石橋 英二 研究推進部長 

大江 信浩 環境施設部長 

 

放射線安全管理等委員会 

委員長  不破 泰  理事（研究、産学官・社会連携担当） 

（2021 年 4 月～9 月） 

  向 智里  理事（研究、産学官・社会連携担当） 

（2021 年 10 月～） 

委 員  神原 浩  教育学部 

  天児 寧  理学部 

廣田 昌大 RI 実験支援部門 

梶田 昌史 工学部 

河原 岳志 農学部 

林田 信明 繊維学部 

藤永 康成 医学部附属病院 

  吉田 孝紀 理学部 

  鈴木 佳代 機器分析支援部門 

  森川 英明 繊維学部 

  松村 英生 遺伝子実験支援部門長 

  森田 洋  健康安全センター長 

   石橋 英二 研究推進部長 

大江 信浩 環境施設部長 

 

放射線障害予防委員会 

委員  竹下 敏一 安全管理責任者、施設管理責任者 

  廣田 昌大 放射線取扱主任者   

  長瀬 尚志 取扱責任者 

  林田 信明 繊維学部放射線取扱主任者 

  中村 美紀子 放射線取扱主任者 

   石橋 英二 研究推進部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

 

活動状況 

【登録状況】 



 

（１） 施設利用登録者数 

部局 遺伝子 動物 機器分析 RI 

 上田 松本  伊那 上田 長野 松本  

教育、教育学研究科 0 0 0 0 0 9 0 0 

理、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
9 1 4 0 10 0 13 0 

医、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 15 467 1 0 0 157 11 

工、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
3 0 0 0 1 506 2 0 

農、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
2 1 0 131 0 0 10 0 

繊 維 、 総 合 理 工 学 研 究

科、総合医理工学研究科 
150 0 2 0 543 17 6 0 

全学教育機構 0 0 0 0  0 3 1 

その他（学内） 24 0 38 0 0 0 0 5 

信州大学以外 21 4 0 0 32 0 22 1 

計 209 21 511 132 589 532 213 18 

 

【施設・機器利用状況】 

 

（１） 入館者数 （延べ人数） 

 動物実験施設（松本）  21,788 名 

 放射線管理区域内   3,524 名 

 

（2） 動物実験計画書申請件数 

部局 新規 変更 軽微変更 継続 計 

理学部 0 0 0 1 1 

医学部, 医学部附属病院 58 35 4 108 205 

バイオメディカル研究所 26 12 1 42 81 

農学部 24 13 0 51 88 

繊維学部 4 7 0 11 22 

基盤研究支援センター 7 8 0 10 25 

計 119 75 5 223 422 

 

（3） 機器利用状況 

遺伝子実験支援部門 



施設・機器 使用状況 単位 

ＤＮＡシークエンサー ABI3130 111 ラン数 

次世代 DNA シークエンサー(MiSeq) 2 ラン数 

電気泳動像解析装置 719 回 

微分干渉蛍光顕微鏡 180 時間ｈ 

蛍光実体顕微鏡 11 時間ｈ 

超遠心機 60 回 

マイクロプレートリーダー 4 時間ｈ 

ＨＰＬＣ 27 回 

分光光度計 7 回 

微量分光光度計 233 回 

サーマルサイクラー 274 回 

ジーンパルサー 17 回 

共焦点レーザー顕微鏡 290 時間ｈ 

超純水装置 arium mini plus 610 L 

リアルタイム PCR 302 ラン数 

 

機器分析支援部門 

施設・機器 使用状況 単位 使用人数（延べ） 

分析透過型電子顕微鏡 JEM-2100F(HT)  262 h 33 

汎用透過型電子顕微鏡 JEM-1400(HC)  633 h 284 

分析走査型電子顕微鏡日本電子 JSM-7600F  482 h 110 

低真空走査型電子顕微鏡 JSM-6510LV  147 h 10 

加圧凍結装置 Leica EM HPM100 136 h 2 

凍結切削システム Leica EM FC7i 219 h 44 

凍結置換装置 AFS2 68 h 1 

オスミウムコーター Neoc-AN 203 h 59 

高速共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 7 LIVE 266 h 65 

共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 880  551 h 225 

共焦点レーザー顕微鏡 Leica TCS SP8  704 h 297 

レーザーマイクロダイセクション装置 PALM Microbeam IV  163 h 17 

生細胞観察システム Zeiss AxioObserverZ1 477 h 216 

セルソーターBD FACSAria III  428 h 51 

セルソーターBD FACSAria IIu  224 h 27 

細胞自動解析装置 BD FACSCanto II  634 h 315 



細胞自動解析装置 BD FACSCalibur  137 h 3 

細胞自動解析装置 BD FACSCelesta 682 h 388 

FCM 解析用 PC BD FACSDiva9, FlowJo 249 h 140 

超音波破砕機 BioRupterUDC-200 165 h 45 

光学顕微鏡写真撮影装置 Zeiss Axio Vision 187 h 37 

定量 PCR 装置 ABI Step One Plus 499 h 199 

バイオアナライザー Agilent2100 249 h 78 

プロテオミクス解析用 PC Waters PLGS 2.5.2 140 h 5 

MALDI-TOF 質量分析装置 AB SCIEX TOF/TOF 5800  319 h 60 

MALDI 用スプレイヤー TM-Sprayer 155 h 6 

精密粒度分布測定装置 Beckman Multisizer 4 214 h 26 

多機能マイクロプレートリーダー DS Power Scan 4 156 h 49 

分光光度計 日立 Gene Spec V 140 h 4 

化学発光検出装置 Bio-Rad ChemiDoc Touch 312 h 400 

遠心濃縮装置 タイテック Spin Dryer Lite VC-36R 165 h 13 

超遠心機 Beckman Optima L-60E 561 h 27 

小型超遠心機 日立 himac CS 100GXII 187 h 45 

ビーズ式細胞破砕機 Tomy MS-100 146 h 19 

真空凍結乾燥機 FD-5N 286 h 8 

凍結ミクロトーム Leica CM1950 408 h 154 

超微量分光光度計 NanoDrop 2000 298 h 494 

myECL Imager 146 h 18 

バイオイメージング解析システム Operetta 164 h 28 

Operetta 解析用 PC Perkinelmer Operetta 2nd PC 137 h 3 

組織切片数値解析システム Vectra3 1,074 h 231 

Vectra3 解析用 PC Vectra3 解析用 PC 383 h 158 

マルチモードマイクロプレートリーダー SpectraMax iD5 256 h 182 

定量 PCR 装置 QuantStudio 3 1,030 h 418 

細胞外フラックスアナライザー XFp 264 h 48 

Ion PGM 前処理装置 Ion Chef 245 h 7 

プロテオミクス解析用 PC PLGS3.0 Progenesis QIP 257 h 30 

マルチプレックスイムノアッセイシステム Bio-Plex200 4 h 1 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

施設・機器 使用状況 単位 使用人数（延べ） 



透過電子顕微鏡 76 h 35 

高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置 87 サンプル 10 

高分解能二重収束質量分析計 2,740 h 1,221 

デジタル旋光計 9 回 3 

フーリエ変換赤外線分光装置 40 回 20 

全自動細胞解析装置 485 h 225 

高速液体クロマトグラフ装置 173 h 11 

液体クロマトグラフ質量分析計 168 サンプル 77 

超遠心分離機 582 h 74 

小型超遠心分離機 48 h 10 

原子吸光光度計 25 h 11 

共焦点レーザー顕微鏡 (カールツァイス) 200 h 37 

共焦点レーザー顕微鏡 (オリンパス) 624 h 185 

共焦点レーザー顕微鏡 (ライカ) 4 h 1 

タイムラプス（培養）装置 7 days 7 

ルミノ・イメージアナライザー 259 回 365 

超純水製造装置 864 L 269 

リアルタイム PCR 装置 692 回 339 

次世代シーケンサー 41 回 1 

精密回転式ミクロトーム 271 h 108 

分子間相互作用解析システム 14 h 4 

蛍光実体顕微鏡 15 h 13 

クリオスタット 331 h 116 

環境制御装置 3 月 2 

バイオシェーカー 528 h 8 

FACS 解析ソフト FlowJo 37 h 32 

画像解析用ソフト Image-Pro 12 h 14 

プレートリーダー 47 h 15 

 

機器分析支援部門 上田分室 

施設・機器 使用状況 単位 使用人数（延べ） 

ラマン分光光度計 434 h 132 

液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析(LCMS) 143 h 45 

ｴﾈﾙｷﾞｰ分散型微小部蛍光 X 線分析装置(μEDX) 31 h 12 

レーザ加工システム 0 h 0 



空間電荷計測装置 438 h 89 

高抵抗率計 19 ｈ 10 

低抵抗率計 47 h 33 

偏光顕微鏡 134 h 58 

実体顕微鏡 25 h 32 

走査電子顕微鏡 JSEM-6010LA 1,313 h 705 

ガスクロマトグラフィ GC-2014 81 h 22 

フーリエ赤外分光光度計・赤外顕微鏡（FT/IR） 409 h 168 

ガスクロマトグラフ質量分析計 33 サンプル 18 

凍結乾燥機① FD-1000 947 h 51 

凍結乾燥機② FD-1000 1,136 h 55 

イオンクロマトグラフ（HPLC 電気伝導度検出器） 150 h 26 

ワイヤーカット放電加工機 36 h 22 

3D プリンタ ニンジャボット 4 g 1 

ハンディ 3D スキャナ 15 day 15 

卓上半自動研磨機 1 予約 1 

超純水 MiliQ 水 58 L 73 

純水製造装置 204 L 47 

透過型電子顕微鏡 JEM-2100 493 h 152 

 

機器分析支援部門 長野分室 

施設・機器 使用状況 単位 使用人数（延べ） 

走査型電子顕微鏡 FE-SEM JSM-7000F 1,880 h 681 

電界放射走査電子顕微鏡 FE-SEM S-4100 637 h 336 

電界放射走査電子顕微鏡 FE-SEM SU8000 1,918 h 1,021 

(低真空)走査電子顕微鏡 FlexSEM 1000 1,358 h 751 

卓上型走査電子顕微鏡 TM1000 491 h 42 

電子プローブマイクロアナライザーEPMA1610 311 h 90 

集束イオンビーム装置 SMI2050 108 h 31 

走査型透過電子顕微鏡 STEM HD2300A 918 h 232 

イオンミリング装置 IM-4000 1,669 h 426 

Au スパッタ装置   156 

イオンスパッタ E-1045   365 

ネオオスミウムコーター   80 

カーボンコーター   60 



X 線回折装置 MiniFlex600 832 h 505 

多目的 X 線回折装置 1,116 h 419 

X 線回折装置 RINT 1,133 h 219 

微小領域 X 線回折装置 IP-XRD 30 h 6 

核磁気共鳴測定装置 NMR 500MHz 294 h 33 

核磁気共鳴測定装置 NMR 300MHz 1,422 h 1,791 

単結晶 X 線構造解析装置 SCXRD 30 h 5 

液体クロマトグラフ/飛行時間型質量分析装置 85 h 41 

GC-MS 90 h 30 

赤外分光光度計 Nicolet iS5 22 h 26 

デジタル顕微鏡 37 h 41 

熱分析装置 1,623 h 352 

蒸気・窒素吸着装置 1,349 h 54 

オートグラフ 303 h 107 

微小硬度計 65 h 33 

三次元測定装置 15 h 8 

3D プリンター   7 

液体窒素製造装置   163 

 

（4） 受託研究支援 

動物実験支援部門 

支援業務 件数 

個体復元 （系統維持） 1 

胚操作 （胚凍結、融解） 3 

精巣上体尾部採取 1 

精子凍結 1 

遺伝子改変動物作製（CRISPR/cas9） 4 

 

遺伝子実験支援部門 上田キャンパス 

支援業務 件数 

輸入ワインブドウ検疫栽培 1 (20 サンプル) 

ワインブドウにおけるウイルス検出 1 (10 サンプル) 

 

遺伝子実験支援部門 松本キャンパス 

支援業務 件数 



地域イノベーション・エコシステム形成プログラム 1 

アクア・イノベーション拠点（ＣＯＩ）プログラム 1 

 

機器分析支援部門 

支援業務 件数 サンプル数 

光顕試料作製 パラフィン包埋・HE 染色・未染色 481 14,368 

電顕試料作製 包埋・光顕（TB）標本・超薄切 33 112 

DNA シークエンス 287 4,611 

プロテオミクス解析 16 123 

セルソータ セットアップ・シャットダウン 17 - 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

支援業務 件数 サンプル数 

質量分析受託測定業務 10 87 

 

機器分析支援部門 上田分室 

支援業務 学内件数 学外件数 

走査型電子顕微鏡(SEM)・EDS講習 44 1 

ラマン分光光度計講習 15 0 

フーリエ変換赤外分光光度計・赤外顕微鏡（FT/IR）講習 26 1 

エネルギー分散型微小部蛍光 X線分光装置（µEDX）講習 2 1 

空間電荷測定装置講習 1 0 

ガスクロマトグラフ（GC） 講習 5 0 

ガスクロマトグラフ質量分析計（GCMS） 講習 5 0 

液体クロマトグラフ質量分析計（LC/MS）講習 2 2 

透過型電子顕微鏡（TEM） 講習 1 0 

凍結乾燥機 講習 7 0 

ハンディ３Dスキャナ 講習 3 0 

３Dプリンタ UP!Plus講習 1 0 

３Dプリンタ Ninjabot講習 2 0 

共通実験室 講習 12 0 

その他講習 18 3 

分析技術相談 21 3 

 

機器分析支援部門 長野分室 



支援業務 件数 サンプル数 

電顕(TEM)試料作製、観察、分析  35 56 

電顕(SEM)関連試料作製、観察、分析 23 42 

XRD 関連試料調製、測定 5 8 

熱分析関連 3 30 

 

（５） 実験動物購入（導入）数、飼育数、及び犠牲動物数 

動物実験支援部門（松本） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 1,980 11,246 44,490 

ラット 1,557 237 2,346 

モルモット 0 0 10 

ウサギ 25 3 15 

ブタ 0 0 1 

 

（伊那） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 1,001 871 2,592 

ラット 89 18 94 

ニワトリ 918 918 1,016 

ウズラ 0 5 0 

ニホンジカ 0 4 0 

ヒツジ 0 33 0 

ウシ 1 56 0 

ヤギ 0 3 0 

 

（上田） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 244 785 1,695 

ラット 34 58 230 

ヒツジ 0 29 0 

 

（６）アイソトープ年間使用数量および保管数量 

非密封核種 受入数量 使用数量 保管数量 廃棄数量 

125I 112.5 MBq 20.94 MBq 112.5 MBq 0 MBq 



計 112.5 MBq 20.94 MBq 112.5 MBq 0 MBq 

 

 

【利用者のための講習会】 

動物実験支援部門（松本） 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 4 月 19 日 動物実験再講習会 7 

 4 月 19 日 動物実験手技講習会（手術室・特殊飼育室 157 の利用法） 1 

 4 月 23 日 動物実験初回講習会 15 

 4 月 28 日 動物実験初回講習会 13 

 4 月 30 日 動物実験初回講習会 6 

 5 月 11 日 SPF 区域利用講習会 1 

 5 月 13-14 日 動物実験初回講習会（自主研究演習医学科生対象） 49 

 5 月 28 日 動物実験初回講習会 1 

 6 月 3 日 動物実験手技講習会（イソフルラン麻酔器の利用法） 1 

 6 月 8 日 動物実験再講習会 2 

 6 月 21 日 
動物実験手技講習会（手術室・特殊飼育室 153[1]の利用

法） 
1 

 6 月 28 日 動物実験手技講習会（手術室・特殊飼育室 157 の利用法） 1 

 6 月 28 日 
動物実験手技講習会（飼育室の利用法・採糞・保定・腹腔

内投与・皮下注射・臓器採取） 
4 

 7 月 28 日 動物実験初回講習会 7 

 7 月 29 日 動物実験初回講習会 3 

 8 月 4 日 動物実験再講習会 1 

 9 月 30 日 動物実験初回講習会 3 

 10 月 8 日 動物実験初回講習会 3 

 10 月 13 日 SPF 区域利用講習会 1 

 10 月 14 日 動物実験再講習会 3 

 10 月 16 日 動物実験手技講習会（小動物用エコー装置の利用法） 2 

 10 月 28 日 動物実験初回講習会 5 

 11 月 2 日 動物実験初回講習会 1 

 11 月 19 日 動物実験手技講習会（イソフルラン麻酔器の利用法） 3 

 11 月 29 日 動物実験手技講習会（手術室・特殊飼育室 157 の利用法） 1 

 12 月 6 日 動物実験手技講習会（小動物用エコー装置の利用法） 3 

 12 月 13 日 動物実験再講習会 6 

2022 年 1 月 26 日 動物実験初回講習会 9 



 1 月 27 日 動物実験初回講習会 1 

 2 月 9 日 動物実験再講習会 1 

 2 月 9 日 SPF 区域利用講習会 1 

 2 月 14 日 動物実験手技講習会（小動物用エコー装置の利用法） 1 

 2 月 18 日 動物実験再講習会 9 

 3 月 25 日 
動物実験手技講習会（手術室・特殊飼育室 153[1]の利用

法） 
1 

 3 月 28 日 動物実験再講習会 12 

動物実験施設利用講習会の主な内容 

１．実験動物、動物実験に関係する法令、学内規定（動物倫理ほか） 

２．動物実験計画書作成方法（事務手続き） 

３．実験動物の飼養方法および注意点 

４．動物実験の実施方法および注意点 

５．実験動物の微生物統御や人獣共通感染症および注意点 

５．動物実験施設利用の方法 

※初回講習会は 2 時間の内容で確認試験を実施、再講習会は初回講習会受講済みの者を対

象に 1 時間の内容で確認試験なし、いずれの講習も有効期間は 4 年度間。（定期的な受講を求

めている） 

 

遺伝子実験支援部門 

上田キャンパス 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 4 月 6 日 安全教育 52 

 
5 月 7 日 

遺伝子実験支援部門セミナー 「生体高分子利用工学

に基づいたバイオマテリアル研究」 橋本朋子（信州大

学繊維学部応用生物科学科） 

93 

 7 月 2-30 日 定期 RI 教育訓練 45 

 
9 月 21 日 

繊維学部応用生物科学科共催セミナー 「なぜ、今、バ

イオマスなの？～バイオマス利用の現状と課題」 大槻

隆司 （山梨大学生命環境学部） 

58 

 11月10-11日 
機 器 利 用 説 明 会  分 子 間 相 互 作 用 解 析 装 置 

BiacoreT200 メーカー説明会及びデモンストレーション 
31 

 12月27-28日 放射線利用に関する法令講習会 （繊維学部との共催） 62 

2022 年 
1 月 31 日 

応用微生物学ルネサンスセンター（ＲCAM）共催セミナ

ー 「生命科学ビッグデータ化時代の生物学」 森浩禎

（中国農業科学アカデミー） 

50 

 
3 月 14 日 

応用微生物学ルネサンスセンター（ＲCAM）共催セミナ

ー 「放線菌における物質生産の分子基盤」 池田治生

（北里大学名誉教授・信州大学特任教授） 

53 



 

3 月 22 日 

応用微生物学ルネサンスセンター（ＲCAM）共催セミナ

ー 「酵母と大腸菌とヒト細胞の遺伝子工学―みんなち

がって、みんないい-」 赤田倫治 （山口大学工学部応

用化学科） 

24 

 e-learning 遺伝子組換え実験等安全講習会 714 

定期 RI 教育訓練、放射線利用に関する法令講習会の主な内容 

・放射線基礎知識、人体に与える影響、安全取扱い、法令、予防規定 

 

機器分析支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 5 月 13-14 日 生細胞観察システム 利用説明会 6 

 7 月 15 日 第 15 回機器分析基礎セミナー 「透過電子顕微鏡の基

礎と応用 JEM-1400を使ったアプリケーションのご紹介」 

濱元千絵子 （日本電子株式会社） 

48 

 9 月 17 日 第 7 回信州大学見本市 「信州メディカルシーズ育成拠

点における大型研究設備共用化の取組み」 出展 
 

 
10 月 11 日 

第１6 回機器分析基礎セミナー 「フローサイトメトリー 

原理と応用」 二俣吉樹 （日本ベクトンディッキンソン株

式会社） 

33 

 11 月 11 日 JEM-1400Flush 利用説明会 7 

 
11 月 18 日 

第 17 回基礎分析基礎セミナー 「タンパク質電気泳動

＆ウエスタンブロットの基礎」 池田 充 （バイオ・ラッド 

ラボラトリーズ株式会社） 

32 

 12 月 16 日 第 74 回技術講習会 「Bio-Plex200 システムにより生体

分子の多項目同時解析」 熊谷剛史 （バイオ・ラッド ラ

ボラトリーズ株式会社） 

14 

 12 月 17 日 Bio-Plex200 利用説明会 4 

 随時 信州メディカルシーズ育成拠点整備機器利用説明会  

 

機器分析支援部門伊那分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 5 月 18 日 オープンセンター及び SimpRent 説明会 50 

 5 月 18 日 マイクロプレートリーダーiD5 デモンストレーション 6 

 5 月 18 日 全自動電気泳動システム Tapestation デモンストレーション 5 

 5 月 25 日 超遠心機安全講習会 23 

 6 月 17 日 透過型電子顕微鏡 JEM1400Flash 初心者講習会 5 

 7 月 20 日 赤外分光光度計（FT-IR）操作説明会 2 

 8 月 2 日 透過型電子顕微鏡操作説明会 3 

 8 月 3 日 赤外分光光度計（FT-IR）操作説明会 2 

 8 月 4 日 透過型電子顕微鏡操作説明会 3 



 11 月 18-19 日 大学連携研究設備ネットワーク主催質量分析講習会 12 

 

機器分析支援部門上田分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 9 月 13-15 日 透過型電子顕微鏡（TEM）メーカー講習会 13 

 11月15-19日 透過型電子顕微鏡（TEM）メーカー講習会 8 

 

機器分析支援部門長野分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 オンライン 共同利用機器ガイダンス 170 

 4 月～3 月 少人数制機器講習+eALPS オンデマンドサポート+eALPS

オンデマンド講習 

356 

 

RI実験支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2021 年 5 月 12 日 新規登録者講習 1 

 6 月 29 日 新規登録者講習 2 

 9 月 30 日 新規登録者講習 1 

 オンライン 継続登録者講習 18 

2022 年 2 月 28 日 新規登録者講習 1 

 随時 一時立入者向け教育訓練 69 

１．新規従事者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線の人体に与える影響 

・ 放射線同位元素の安全取り扱い（実習を含む） 

・ 放射線障害防止法及び関連法令 

・ 放射線障害予防規程 

２．継続従事者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線障害予防規程など関連法令 

３．一時立入者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線管理区域における注意事項 

 

 

【施設維持管理】 

動物実験支援部門 

定期検疫検査 

松本 SPF 区域  4 回実施 結果いずれも陰性 



松本普通区域  4 回実施 結果いずれも陰性 

農学部    2 回実施 結果いずれも陰性 

繊維学部  2 回実施 結果いずれも陰性 

新規導入動物検疫検査 

松本普通区域  5 系統 結果いずれも陰性 

繊維学部  4 系統 結果いずれも陰性 

 

遺伝子実験支援部門 

上田キャンパス 

実施日 内容 

2021 年 4 月 1 日 SimpRent 運用開始  

4 月 2 日 微量核酸蛍光定量装置 Qubit4 fluoromoter 導入 

4 月 9 日 クリーンベンチ PCV-845BRG3, -1305BRG3, CCV-800E フィルタ交換 

8 月 20 日 ＤNA シーケンサー3130 スペクトラムキャリブレーション実施 

10 月 22 日 共焦点レーザー顕微鏡 FV1000 PC 及びソフトウェアの更新 

12 月 17 日 マイクロスライサー ZERO1 修理 

 GHP 空調設備（2 系統） 更新 

 ＤNA シーケンサー3130 移管設置 

 遺伝子解析ソフト Genetyx 移管設置 

 微生物同定システム MicroSEQ 移管設置 

 タンパク質相互作用解析装置 BiacoreT200 移管設置 

 

機器分析支援部門 

実施日 内容 

2021 年 5 月 生細胞観察システムソフトウェア Physiology 導入 

     10 月 Bio-Plex200 導入 

 

機器分析支援部門伊那分室 

実施日 内容 

2021 年 5 月 31 日 

～6 月 11 日 
NMR プローブ修理 

7 月 2 日～8 月 19 日 次世代シーケンサー(NGS)修理 



9 月 15 日 超高速液体クロマトグラフ修理 

12 月 24 日 共焦点レーザー顕微鏡 LSM900 設置 

2022 年 2 月 17 日 分光光度計 UV1900i 設置 

3 月 16-18 日 フローサイトメーター FACS Celesta 設置 

12 月 14-18 日 JEM1400 Flash 化 

 

機器分析支援部門上田分室 

実施日 内容 

2021年 5月    遊星型ボールミル P-7試料容器部品交換 

5月      2階測定室 Wi-Fiルーター交換 

6月 ガスクロマトグラフバッファ ASSY・フィルタ ASSY 交換 

6月 偏光顕微鏡 ソフトウェア再インストール 

6月 透過電子顕微鏡室 エアコン整備、電源工事 

6月 ラマン分光光度計 顕微鏡暗幕交換 

7月 液体クロマトグラフ質量分析 CDLパイプ ASSY交換 

7月 イオンボンバーダーガラス円筒ゴムパッキン交換 

8月 ラマン分光光度計 冷却ファン取り付け 

8月 走査電子顕微鏡 PC・ソフトウェア更新 

9月 透過電子顕微鏡定期メンテナンス 

10月    
DNAシーケンサー、DNAシーケンサー解析ソフトウェア Genetyxを

遺伝子実験支援部門に移管 

10月    
BioLogic LP システム IV(タンパク質生成装置)、薬品保冷庫を繊

維学部応用生物科学科へ移管 

10月    ラマン分光光度計代替レーザー交換 

10月 液体クロマトグラフ質量分析ターボ分子ポンプ分解点検修理 

12月 凍結乾燥機②FD-1000内部真空ホース修理 

2022年 1月  
ガスクロマトグラフ質量分析計オートインジェクター・オートサ

ンプラー購入 

1月 
ラマン分光光度計パワーメーターセンサー・NOVA ディスプレイ交

換 

1月 空間電荷測定分布装置点検 高電圧電源動作確認 

1月 走査電子顕微鏡定期メンテナンス 



1月 エアコン 2基点検整備 

1月 凍結乾燥機③購入 

2月 音叉型振動式粘度計更新 

2月 ドラフト保守点検 

2月 エアコンフロートスイッチ交換 

2月 電界放出形走査電子顕微鏡（FE-SEM）更新 

3月 高抵抗率計付属レジテーブル UFL部品交換 

3月 大型プリンタ更新 

3月 レンタルスペース整備工事、電子錠設置 

3月 一部の工作機、什器等を繊維学部機械工場に移管 

3月 三次元計測装置廃棄 

 

機器分析支援部門長野分室 

実施日 内容 

2021 年 4 月 23 日 NMR(500MHz)液体窒素蒸発防止装置メンテナンス 

4 月 23 日 SCXRD SMART-APEX II 修理 

6 月 11 日 NMR(500MHz) 分光計ファン及びガス分離膜交換 

6 月 25 日 TOF-MS 窒素発生装置 スポット点検 

7 月 8 日 FE-SEM(JSM-7000F) 整備 及び SEM 画像不具合対応 

8 月 3 日 STEM ドライポンプ整備費 

8 月 3 日 IP-XRD 不具合調査 

8 月 6 日 STEM 不具合対応点検 

8 月 31 日 SEM(FlexSEM1000) 修理 

9 月 17 日 FE-SEM(S-4100) 点検整備、チップ交換 

9 月 22 日 FE-SEM(SU8000) 点検整備 

11 月 18 日 
NMR(300MHz)  液体窒素蒸発防止装置コントローラ修理および防音

BOX ファン交換修理 

12 月 8 日 EPMA 点検整備 

2022 年 1 月 28 日 液体窒素点検整備 



 

RI実験支援部門 

実施日 内容 

2021 年 4 月 27 日 

放射線障害予防委員会における予防規定第 30 条第 3 項（放射線業務

従事者に対して実施する教育及び訓練の内容、時間数及び実施方法

について）の審議 

5 月 31 日-6 月 1 日 
信州大学基盤研究支援センター放射線障害予防規程第 18 及び 19 条

に基づく自主点検（第 1 回） 

11 月 12 日 放射性同位元素等取扱施設安全管理担当者教職員研修受講 

12 月 9-10 日 
信州大学基盤研究支援センター放射線障害予防規程第 18 及び 19 条

に基づく自主点検（第 2 回） 

2022 年 3 月 14 日 
放射線障害予防規程下部規程の制定について 

放射線障害予防委員会委員の選任について の審議 

毎月末 
信州大学基盤研究支援センター放射線障害予防規程第 18 及び 19 条

に基づく自主点検（線源保管状況） 

 

（１）被ばく・線量測定 

外部被ばく （測定：ガラスバッジ, 評価者：千代田テクノル） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

従事者数（人） 9 9 12 11 12 12 12 14 14 13 14 14 146 

(内)女性 3 3 3 3 5 5 5 5 5 5 5 5 52 

被ばく線量(mSv) X X X X X X X X X X X X X 

X: 検出限界未満（有意な被ばくなし） 

 

内部被ばく （測定：使用数量より算定, 評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

対象者数（人） 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 5 

被ばく線量(mSv) * * - - - - - - - * * *  

*: 0.1 mSv 未満  

 

作業環境測定 （測定：吸引捕集後、液体・フィルタ試料を測定（空気中濃度）・NaI シンチレーショ

ンサーベイメータ（空間線量）・拭き取り採取後、濾紙試料を測定（表面汚染密度），評価者：大和

アトミックエンジニアリング） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

空気中濃度測定 * * * * * * * * * * * * 

空間線量率測定 * * * * * * * * * * * * 

表面汚染密度測定 * * * * * * * * * * * * 

*: 法定限度未満 



 

排気濃度測定 （測定：βガスモニタ（3H、51Cr）・γガスモニタ（131I），評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

３H * * * * * * * * * * * * 

51Cr * * * * * * * * * * * * 

125I * * * * * * * * * * * * 

*: 法定濃度限度未満 

 

排水濃度測定 （測定：β水モニタ・γ水モニタ，評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 合計 

放射能濃度 * * * * * * * * * * * * * 

測定・排水回数 0 1 1 4 3 2 1 1 1 0 1 1 16 

排水量 [m3] 0 10 12 45.3 29.9 23.1 9.5 12.7 10.7 0 14.8 11 179 

*: 法定濃度限度未満 

 

 

【教育活動】 

学内教育活動 

氏名 対象 授業、内容等 

山中 仁木 共通教育（全学教育機構） 動物と人間社会  

山中 仁木 医学部保健学科 実験動物学 分担 （実験動物の感染症、人

獣共通感染症） 

吉沢 隆浩 共通教育（全学教育機構） 人体のしくみと生活 （身のまわりに存在する

要因がどのように健康に影響を与えるか） 

吉沢 隆浩 医学部保健学科 実験動物学 （動物実験概要、動物愛護、関

連法規制、研究の紹介） 

吉沢 隆浩 農学部 アニマルウェルフェア科学 分担 （動物実

験概要、動物愛護、関連法規制、研究の紹

介） 

吉沢 隆浩 大学院総合医理工学研究

科（博士課程） 

医学系研究遂行特論 分担 （動物実験を

行う際の注意点） 

吉沢 隆浩 大学院総合医理工学研究

科（博士課程） 

人類遺伝学研究方法特論 分担 （遺伝子

組換え技術・モデル動物を用いた疾患研究） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 ゲノム生物学 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 遺伝子解析技術論 分担（遺伝子組換え生

物取扱の法的ルール、ゲノム編集、突然変

異体の利用などを分担） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 バイオインフォマティクス 分担（コマンドライ

ンを利用した DNA データ解析などを分担） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 情報科学演習 分担（エクセルを用いた表計



算の利用方法などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 遺伝子解析技術論 分担（病原微生物の分

類、同定技術、ウイルス検査技術、マイクロ

バイオームにおける遺伝子解析技術などを

分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 バイオインフォマティクス 分担（データベー

スを利用した相同性解析などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 情報科学演習 分担（パワーポイントを用い

たスライド作成、実践的なプレゼンテーション

のコツ、プレゼンテーション演習などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 応用生物科学実験 I 分担（遺伝子組換え実

験） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 バイオファイバー概論 分担（微生物のバイ

オファイバー-1（バクテリアセルロース、バイ

オフィルム、その他）などを分担） 

植村 健 全学教育機構 共通教育科目 人体の構造と働き（人体の

構造とその仕組みについて） 

植村 健 大学院総合理工学研究科 生体応答学特論 分担（神経作動薬、運動

機能制御など） 

植村 健 大学院総合理工学研究科 生体医工学特論 分担（遺伝子・タンパク質

工学のトピックス） 

植村 健 大学院総合医理工学研究

科 

先鋭領域融合研究群最先端研究特論 分

担（脳機能の分子レベルでの理解） 

植村 健 大学院総合医理工学研究

科 

生化学・分子生物学研究方法特論  分担

（遺伝子解析研究と倫理指針手続き） 

中田 勉 全学教育機構 共通教育科目 生化学の基礎 

菊地理佳 ,  南澤

比佳理 

工学部物質化学科 2 年次

生 

物理化学実験(表面，電子顕微鏡，元素分

析) 

廣田 昌大 医学部保健学科検査技術

科学専攻 

RI 検査学 分担 

（放射能と半減期、法令、安全取扱い） 

廣田 昌大 共通教育（全学教育機構） 私たちと放射線 （放射線・放射能全般、測

定、安全取扱い） 

廣田 昌大 理学部 放射線安全実習（放射線・放射能全般、環

境、エネルギー） 

中村 美紀子 理学部理学科生物学コー

ス 3 年次生 

生物学コロキウム 分担  

 

学外教育活動 

氏名 対象 授業、内容等 

中村 美紀子 山口大学工学部応用化学

科 3 年次生 

微生物学 分担 

 

【社会活動】 

各種委員会活動 



氏名 機関名 委員等 

山中 仁木 国立大学法人動物実験施

設協議会 

バイオセーフティ委員会 委員 

中型動物委員会 委員 

調査委員会 委員 

山中 仁木 日本実験動物学会 評議員 

実験動物感染症対策委員会 委員 

動愛法等対策委員会 委員 

山中 仁木 日本獣医学会 評議委員 

山中 仁木 日本実験動物医学会 前島賞選考委員会 委員 

山中 仁木 日本実験動物医学専門医

協会 

試験問題作成委員会 アドバイザー 

認定委員会 委員 

山中 仁木 家畜感染症学会 評議員 

山中 仁木 信州実験動物研究会 幹事 

山中 仁木 九州実験動物研究会 評議員 

山内半田賞選考委員会 委員 

吉沢 隆浩 日本実験動物学会 編集委員会 委員 

吉沢 隆浩 信州実験動物研究会 会長 

嶋田 新 国立大学法人動物実験実

施協議会 
技術職員委員会 委員 

松村 英生 全国大学遺伝研究支援施

設連絡協議会 

広報委員会委員 

組換え生物等委員会委員 

中田 勉 日本生理学会 評議員 

高橋 伸英 上田市 環境審議会委員 

高橋 伸英 長野市 廃棄物処理事業計画協議審議会委員 

下里 剛士 日本乳酸菌学会 理事 

下里 剛士 北信越畜産学会 評議員 

下里 剛士 日本酪農科学会 監事 

廣田 昌大 （公社）日本アイソトープ協

会 
放射線安全取扱部会関東支部委員会委員 

廣田 昌大 （一社）日本放射線安全管

理学会 
教育訓練検討委員会委員 

 

研修会、公開講座、出前講義、講演等 

氏名 場所 内容等 

松村 英生 長野県諏訪清陵高等学校 長野県諏訪清陵高等学校スーパーサイエン

ススクール（SSH）事業 

高橋 伸英 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

機器分析支援部門上田分

室 

フレックスジャパン株式会社 測定室見学 

高橋 伸英 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

機器分析支援部門上田分

室 

屋代高等学校附属中学校の生徒に対し機

器操作体験実習の指導 



高橋 伸英 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

上田創造館 ふしぎ・なるほど・おもしろサイエンス 実験

講師 （コロナで中止） 

高橋 伸英 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

上田市海野町商店街 わちゃわちゃサイエンス 実験講師  

海野町商店街活性化プロジェクトへの企画

提案 

活動内容について執筆（千曲会報に掲載） 

下里 剛士 筑北村公民館 いきいき学習講座（出前講座）講師 

廣田 昌大 （公社）日本アイソトープ協

会 

第 1 種放射線取扱主任者試験講習（物理）

講師 

廣田 昌大 （公社）日本アイソトープ協

会 
放射線業務従事者教育訓練講師 

廣田 昌大 （株）青森原燃テクノロジー

センター 

第 1 種放射線取扱主任者試験講習（物理）

講師 

廣田 昌大 （株）青森原燃テクノロジー

センター 

第 2 種放射線取扱主任者試験講習（物理・

化学）講師 

廣田 昌大 （一社）日本原子力文化財団
（阿南町立阿南高等学校、松本市

立波田中学校、長野県飯田 OIDE

長姫高等学校） 

放射線、エネルギーに関する出前授業講師 

 

 

【その他】 

動物実験支援部門 

動物実験小委員会開催回数 

医学系動物実験小委員会 66 回 

農学系動物実験小委員会 26 回 

 

委員会議事録等 

令和 3 年 動物実験委員会 

   日時： 令和 4 年 3 月 25 日(金) 

   議事内容：1) 2021 年活動報告 

    2) 外部検証の受検の結果 

    3） 2021 年自己点検・評価報告書（案） 

     4) 国動協の「機関内規程ひな形 第四版」を受けた規程等の改正 

 5) 「実験動物の飼育及び動物実験室に関する基準」の改訂 

    ６) 飼養保管施設及び実験室にかかる「チェックリスト」「心得」の制 

      定 

 7) 申請書における「実験実施期限」の運用変更 

 8） 2022 年活動計画について（医学系、農学系小委員会） 

 9） その他  



 

動物実験施設利用者会議 

日時： 令和 3 年 4 月 22 日(木) 

  議事内容：1) 令和 3～4 年度 利用者会議委員の選出 

    2) 次期動物実験委員会医学系小委員会委員の選出（投票） 

     3) 2020 年度活動報告 

   4) 信州大学動物実験委員会の報告 

   5） 動物実験計画承認申請書等の改訂 

    6) 基盤研究支援センター動物実験支援部門における凍結胚等の 

      保管 

    7) 連絡・確認事項 

 

動物実験支援部門会議 

日時： 令和 3 年 9 月 3 日（金） 

議事内容： 1) 令和 2 年度活動報告案 

2) 令和 2 年度決算案 

3) 令和 3 年度事業計画案 

4) 令和 3 年度予算案 

5) 報告事項 

 

RI実験支援部門 

2019 年 9 月 1 日に「放射性同位元素等の規制に関する法律」が改正されたことを受けて、同

法律に基づいて策定している「信州大学基盤研究支援センター放射線障害予防規定」の改訂

を行った。 

 

機器分析支援部門 

先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）に採択され、設備サポー

ト推進室を改組し、「コアファシリティ推進室」が設置された。本事業により、学内外の機器共用

化の促進、機器予約システムの管理運用などを行った。 

 

【センター利用による業績一覧】  

◇ 機器分析施設利用 ◆ 遺伝時実験施設利用  

〇 動物実験施設利用 ● RI 実験施設利用 

Arai S, Kikuhara T, Shimizu M, Horita M : Superior electrical contact characteristics of Ag/CNT 

composite films formed in a cyanide-free plating bath and tested against corrosion by H2S gas. 

Mater Lett, 303: 13504, 2021 ◇ 



 

Arai S, Iwashita R, Shimizu M, Inoue J, Horita M, Nagaoka T, Itabashi M : Fabrication of 

Roughened Electrodeposied Copper Coating on Steel for Dissimilar Joining of Steel and 

Thermoplastic Resin. Metals, 11: 591, 2021 ◇ 

 

Kageshima Y, Shiga S, Ode T, Takagi F, Shiiba H, Htay T M, Hashimoto Y, Teshima K, Domen K, 

Nishikiori H : Photocatalytic and Photoelectrochemical Hydrogen Evolution from Water over 

Cu2Sn x Ge1–x S3 Particles. J Am Chem Soc, 143(15): 5698-5708, 2021 ◇ 

 

Urakami N, Ogihara K, Futamura H, Takashima K, Hashimoto Y : Demonstration of electronic 

devices in graphitic carbon nitride crystalline film. AIP Advances 11: 75204, 2021 ◇ 

 

Abadi A, Htay T M, Hashimoto Y, Ito K, Momose M : Annealing effect of absorber layer on 

SnS/CdS heterojunction band alignments. Jpn J Appl Phys, 61: SB1042, 2021 ◇ 

 

Fukai M, Urakami N, Hashimoto Y : Electrical Properties in Ta2NiSe5 Film and van der Waals 

Heterojunction. Coatings 11: 1485, 2021 ◇ 

 

Muangrat W, Obata M, Hashimoto Y : Enhancement Sensitivity and Selectivity of Ammonium 

Hydroxide Using Nitrogen-Doped Double-Walled Carbon Nanotubes. Trends Sci, 19(5): 2891, 

2022◇ 

 

Miyazaki Y, Kikuchi M, Umezawa K, Descamps A, Nakamura D, Furuie G, Sumida T, Saito K, 

Kimura N, Niwa T, Sumida Y, Umehara T, Hosoya T,  Kii I : Structure-activity relationship for the 

folding intermediate-selective inhibition of DYRK1A. Eur J Med Chem, 227: 113948, 2021 ◇ 

 

Ikeda T, Watanabe S, Mitani T : Genistein regulates adipogenesis by blocking the function of 

adenine nucleotide translocase-2 in the mitochondria. Biosci Biotechnol Biochem, 86(2): 260-272, 

2022 ◇ 

 

Mitani T, Tanaka E, Nakashima M, Yonemoto E, Fujii H, Ashida H : Theobromine enhances the 

conversion of white adipocytes into beige adipocytes in a PPARγ activation-dependent manner. J 

Nutr Biochem, 100: 108898, 2021 ◇ 

 

Irieda H, Takano Y : Epidermal chloroplasts are defense-related motile organelles equipped with 

plant immune components. Nat commun, 12： 2736, 2021 ◇ 



 

Sugimoto M, Nosho S, Hikosaka G, Hattori Y, Umezawa K, Kawamura A, Makabe H : Synthesis of 

(+)-Muconin via Diastereoselective Oxypalladation. J Org Chem, 86(6): 4859-4866, 2021 ◇  

 

Suzuki K, Hattori Y, Kawamura A, Makabe H : Synthesis of (+)-solenopsin via Pd-catalyzed 

N-alkylation and cyclization. Biosci Biotechnol Biochem, 85(2): 223-227, 2021 ◇ 

 

Nagaoka Y, Parvatkar P, Hirai G, Ohkanda J : Design, synthesis, and functional evaluation of 

triazine-based bivalent agents that simultaneously target the active site and hot spot of 

phosphatase Cdc25B. Bioorganic Med Chem Lett, 48: 128265, 2021 ◇ 

 

Kawahara T, Ito A, Kiso A, Kawamoto F : Inhibitory effect of strawberry geranium (Saxifraga 

stolonifera) on Toll-like receptor 2-mediated inflammatory response in human skin keratinocytes. J  

Ethnopharmacol, 275: 114039, 2021 ◇ 

 

Takahashi F, Endo K, Matsui R, Yamamoto K, Tanaka S : Brassica rapa L. activates macrophages 

via Toll-like receptors. Biosci Biotechnol Biochem, 85(3): 656-665, 2021 ◇  

 

Ngyuen C T, Ezawa T, Saito K : Polyphosphate polymerizing and depolymerizing activity of VTC4 

protein in an arbuscular mycorrhizal fungus. Soil Sci Plant Nutr, 68(2): 256-267, 2022 ◇ 

 

Ngyuen C T, Saito K : Role of cell wall polyphosphates in phosphorus transfer at the arbuscular 

interface in mycorrhizas. Front Plant Sci, 12: 725939, 2021 ◇ 

 

Okajima T, Shigemori S, Namai F, Ogita T, Sato T, Shimosato T : Free feeding of 

CpG-oligodeoxynucleotide particles prophylactically attenuates allergic airway inflammation and 

hyperresponsiveness in mice. Front Immunol, 12: 738041, 2021 ◇ ◆ 

 

Tanaka S, Yamamoto K, Hamajima C, Takahashi F, Endo K, Uyeno Y : Dietary Supplementation 

with Fermented Brassica rapa L. Stimulates Defecation Accompanying Change in Colonic Bacterial 

Community Structure. Nutrients, 13(6): 1847, 2021 ◇ 

 

Kohsaka Y, Nagai K : Controls and effects of monomer junctions and sequences in curable and 

degradable polyarylate containing acrylate moieties. Macromol Rapid Commun, 42(8): 2000570, 
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